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一関市国民健康保険藤沢病院

■ 病床数 一般病床 54床

■ 看護体制 一般病棟 10対１

■ 標榜科目 内科、小児科、外科、

整形外科、放射線診断科

患者さま、家族と
共に考える看護の実践

藤沢病院は「患者さま１人ひとりがその人らしく生きることの援助」を大切にしています。患者さまやご家

族の思いを大事にして患者さまのためにできることを共に考え、ベストな看護の提供を目指しています。

人口減少や地域の高齢化など社会構造の変化にあわせ、一関市病院事業では訪問診療を中心とした在宅療養

を支えるためのシステムを整えてきました。家族の介護負担を軽減して、住み慣れた自宅で大切な家族に見守

られて療養生活を送ることができるよう介護部門とスムーズな連携がとれることが大きな強みです。他職種連

携による勉強会や事例検討会にも力を入れて取り組んでいます。さらにWLBに取り組み、健康で安心して働ける

職場作りに努めています。

皆さんもぜひ、地域医療の担い手として、私たちと一緒に働いてみませんか。

総看護師長からのメッセージ 総看護師長 泉田 良枝

看護部ではクリニカルラダーを作成し、エンドオブライフチーム、認知症

サポートチームによる年間研修をはじめ、経験や強みを生かした学習や研修

を計画しています。また１人ひとりのスタッフが看護実践のブラッシュアッ

プやスキルアップを行い、レベルの高い看護が提供できるよう、e-ラーニン

グを採用しています。

看護管理者研修・認定看護師教育専門課程への派遣についても積極的に支

援を行っています。



病 院 （ 外 来 ）
病 院 （ 病 棟 ）
老 人 保 険 施 設
特別養護老人ホーム
訪問看護ステーション

看護師・准看護師 11名
看護師・准看護師 25名 、看護補助員 ８名
看護師・准看護師 ７名
看護師・准看護師 ７名（うち３名デイサービス）
看護師 ５名

もの忘れ相談外来

認知症の患者さまとご家族が悩みを軽減し、住みなれた地域で安心
して生活する事が出来る様一緒に考えていきます

フットケア外来

「糖尿病患者の足病の早期発見と予防」「高齢者の自立支援と転倒予
防」を目的に、正しい爪きりを行いながら、爪・足を健康な状態に保
持し、その人らしさを支えます。「シューフィッターによる靴相談」
も月2回開催しています。

禁煙外来

禁煙を希望する患者さまに、喫煙のリスクや健康問題についての認識
を深めていただくと共に、禁煙が成功できるようにサポートします。

健康増進外来

インシュリン注射をしていない糖尿病患者自身が行動目標を決め、目標に向かって生活習慣の見直しを行い、看護師と
栄養士が薬に頼らない療養生活を支援します。

睡眠外来（CPAP外来）

岩手県南最多のCPAP治療を行っています。長期継続が困難とされる
CPAP治療ですが、きめ細やかなフォローを行うことにより、継続治療
をサポートします。

主な資格取得・
外部研修修了者

皮膚・排泄ケア認定看護師
緩和ケア認定看護師
認知症ケア上級専門士
認知症ケア専門士
「認知症高齢者の看護実践に必要な知識」の研修修了者
ＣＰＡＰ療法士
メディカルフットケアワーカー１級
社会福祉士
介護支援専門員
保健師

１名
１名
１名
５名
６名
３名
５名
１名
12名
２名

平成31年２月１日現在

その人らしく暮らすことを支えるケアの実践



〒029-3405

岩手県一関市藤沢町藤沢字町裏52番地2

TEL 0191-63-5211 FAX 0191-63-5484

求人に関するお問合せ先

藤沢病院事務局 0191-63-5253

藤沢病院 一関 検索

http://www.echna.ne.jp/~fmh/

関連介護事業

・老健ふじさわ

・特別養護老人ホーム光栄荘

・ふじさわデイサービスセンター

・グループホームやまばと

・暮らしのケアサポートセンター

高齢者総合相談センターふじさわ

ふじさわ居宅介護支援事業所

ふじさわ訪問看護ステーション

私は、Ｕターンで藤沢病院へ採用となり、病棟勤務３年目になります。藤沢病院
を選んだ理由は、公務員として働けること、転勤がないことが大きかったです。
藤沢病院ではプライマリー制度を採用しており、担当看護師が入院から退院調整

まで一貫して担当し、責任を持ってきめ細やかな看護を提供しています。そのため
患者さまやご家族との信頼関係を築くことができ、看護師として充実感を得られ、
やりがいに繋がっています。
また、病棟の雰囲気は明るく、分からないこともすぐに先輩に聞ける働きやすい

職場です。 病棟看護師 昆野夏紀

私は看護師になって３年目に藤沢病院に来ました。当時はまだ看護師として一人
前といえる状況ではありませんでしたが、藤沢病院看護科全体でバックアップして
いただき、丁寧に指導を受けた結果、今では看護技術はもちろんのこと、藤沢病院
で力を入れている退院支援も自信を持って取り組めるようになりました。
藤沢病院の魅力は地域密着型の小規模な病院ですが、新しいことを積極的に取り

入れ、職員全体が向上心を持って働いていることです。私も看護師として10年目に
なりますが、さらに理想の看護師像に近づけるようチャレンジし続けていきたいと
思っています。病棟看護師 皆川裕美

私は2013年に皮膚・排泄ケア認定看護師（WOCN）を取得し、2018年に１回目の更
新しました。
藤沢町は高齢化、過疎化が進む町で藤沢病院も小さい病院ですが「エビデンスの

ある看護を提供したい」「もし自分の家族だったらこんなケアをしてほしい」とい
う想いがありました。それには専門的な知識と技術が必要だと考え、WOCNスクール
受験を希望しました。総看護師長からは「頑張ってやってみなさい」と背中を押さ
れ、病院からの応援もいただき資格取得することができました。当時、小学生２人
の子育て中で大変でしたが、現在は「褥瘡は予防ケアに勝るものなし」をモットー
にスタッフ一丸となり患者さまによりよい看護を提供しています。 皮膚・排泄ケア認定看護師 佐藤恵利

一関市国民健康保険藤沢病院

藤沢病院は地方公営企業である一関市病院事業が経営する公立病院です。
一関市病院事業では、藤沢病院を主体として介護７事業を一体的に運営しています。


